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安全に対する過信と認知バイアスとの関連性

○伊藤 優（島根大学） 鎌田雅史（就実短期大学）

キーワード：安全に関する統制の所在，認知バイアス，リスクマネジメント

問題と目的

厚生労働省によれば，保育所・幼稚園における

重大事故（死亡事故や治療に要する期間が 日

以上の負傷や疾病を伴う重篤な事故等）の発生件

数は， 年に 件であったと報告されている。

この件数は保育所や幼稚園では，子どもたちの安

全に留意した保育・教育が行われている中で生じ

ている。このような保育所・幼稚園の事故につい

て，掛札 は毎日子どもと接し，安全を管理

する責任のある保育者の意識と事故との関係の深

さを指摘している。保育所・幼稚園の重大事故に

関して子どもたちに一番身近な保育者の意識の観

点から探ることは，新たな視点からリスクマネジ

メントを探る契機となると考えられる。そこで本

研究は，心的状態を「安全に関する統制の所在

」と掛札が指摘する

３つの要因の関連性について検討する。なお，３

つの要因とは「楽観バイアス 」（深

刻な事故は滅多におこらないので，私の身の周り

は 大 丈 夫 だ と い う 過 信 ），「 帰 属 の 誤 り

」（深刻な事故

が起こってしまった場合，その原因は当事者の園

や保育者にあり，特異的な出来事であるという錯

覚 ），「見 守る 保育 に対す る過 信

」（具体的な観点で安

全を捉えているわけではなく，見守っていれば大

丈夫，全ての子どもを常に見守らなければいけな

いといった，見守る行動に対する過度の信頼）で

ある。

方 法

調査対象者 調査時期は 年 月～ 年

月であり，短期大学・大学・専門学校に在籍する

学生 名に調査票を配布し，

が公開するオープンソースシステム上で調査実施

することで， 名（回収率 ％）から回答を

得た。

調査内容

統制の所在（ 項目

による を参考に作成（例

気をつければほとんどの重大事故は避けられる

実際には避けることができない重大事故がほとん

どである）

楽観 バイアス（ 項 目） 掛札 ，

を参考に作成（例 私は多少

危険な行動をしても大丈夫だと思う）。

帰属の誤り（ 項目 ・見守る保育に対する過信

掛札（ ）を参考に作成（例 ほとんどの重大事

故は，保育者やその園が問題を抱えている場合に

起こっている，子どもたちを見守ることでほとん

どすべての事故は防ぐことができる）

と，事故

発生に関連する認知変数との関係

結果と考察

安全に関する内的な帰属は，帰属の誤り β
，見守る保育への過信 β へ

向けた標準化偏回帰係数が有意であった。さらに

楽観バイアスとの間にも弱い関係性が認められた

β 。

先行研究では，安全に関する内的な帰属は，対

処可能性の認知を高め，安全確保に向けた自己制

御を促すという，ポジティブな作用が指摘されて

きた。しかし場合によっては，「気をつけていれば

事故は防ぐことができる」という信念は，「事故が

起こったのは，その当事者に問題がある」という

帰属傾向を促し，他園の事例から省察的に学ぶ意

識を阻害する可能性や，「見守っていれば大丈夫」

という過信を引き起こす可能性が示唆される。

一方で，安全に対する外的な帰属傾向は，楽観

視と正の関係が認められ β ，「深刻

な事故が起こるかどうかは偶然によるところが大

きい」という信念と関連する可能性が示された。

また，「事故が起こったのは，その当事者に問題が

あるからだ」という信念とは弱い負の関連が見ら

れた β 。

付 記

本研究は JSPS科研費 18K13140の助成を受けた

ものです。
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親として叱るとき，教師として叱るとき
―小・中学生の子をもつ教師を対象とした叱り方の評価次元の検討―

阿部晋吾（関西大学）

キーワード：叱り，親子関係，教師生徒関係

問題と目的

これまでの研究で，中学生とその母親との間で

の，親子間における𠮟𠮟り方の評価次元が 因子構

造であることが明らかとなっている（阿部 。

しかし，教育現場において教師が生徒に対して叱

るときにも同じような叱り方の評価次元の構造が

みられるのかについてはまだ明らかとなっていな

い。そこで本研究では，小・中学生の子をもつ教

師を対象に質問紙調査を実施し，自分の子どもに

対する𠮟𠮟り方と，教師として生徒に対する𠮟𠮟り方

の両方について回答を求めることで，それぞれの

立場によって叱りの評価次元の構造や，その水準

に差異がみられるかを検討することを目的とする。

方 法

調査対象者 年 月に 上で調査を実施

した。調査会社（株式会社クロス・マーケティン

グ）を通じてモニター登録者に調査依頼し，小・

中学生の子をもつ教師（幼・小・中・高・大学の

教員だけでなく，塾・予備校講師等も含む） 名

の回答を得た。そのうち，用意した複数の （三

浦・小林 ）を遵守した計 名（うち女性

名）を分析対象とした。

質問項目

叱りの評価 ふだん，どのように自分の子ども

を叱るかと，生徒を叱るかについて，阿部（ ）

の 項目を使用した。選択肢は“ あてはまらな

い”から“ あてはまる”までの 件法であった。

結果と考察

叱りの評価の構造の検討 週間の間に叱ったこ

とがない，という回答（対子ども ，対生徒

に ）は除いた上で，探索的因子分析（ロバ

スト最尤法，プロマックス回転）を行った。その

結果，スクリープロットの減衰状況や （最小

平均偏相関）などから，対子ども，対生徒のいず

れにおいても 因子構造が妥当と判断した。また，

各因子に負荷する項目をもとに，阿部（ ）と

同じ因子名である“関係志向”“加罰志向”“改善

志向”と命名した。次に，伊藤（ ）を参考に

して確認的因子分析を用いて項目の選定を行った。

具体的には，探索的因子分析で示された負荷量の

最も高い因子からのパスを各項目にそれぞれ設定

したモデルを初期モデルとしたうえで，因子から

のパス係数， 検定および 検定のχ 値，項

目間の誤差相関をもとに項目を つずつ除去して

いった。その結果，対子どもと対生徒のデータで

一致しない残存項目がみられたため，比較検討の

ためにこれらの項目および阿部（ ）のデータ

で同様の分析によって除去された項目も削除した

ところ， に示した項目が最終的に残った。

適合度およびα係数は，子どもに対する場合は

，α

，生徒に対する場合は

，α

と，概ね良好であった。以上より，叱りの評

価には親子間だけでなく教師生徒間での叱りにお

いてもおおむね共通した因子構造がみられ，同一

の項目を用いての比較検討が可能であることが明

らかとなった。

𠮟𠮟り評価の各因子の項目

叱りの評価の差 叱りの対象による各因子の水準

の差異を検討するために，小・中学校の教師のみ

（ ）をデータから抽出し，対応のあるｔ検

定を行った（ 。その結果，対子どもの

場合は対生徒の場合よりも，自分の叱りの関係志

向と改善志向を低く評価しやすく，加罰志向を高

く評価しやすいことが明らかとなった（

。つまり，同一人物

でも，教師として生徒を叱る場合は，親として子

を叱る場合よりも望ましい叱り方を意識している

ことも示唆された。ただし，叱られた生徒が教師

からの叱りをどう評価しているについては今後の

課題である。

 𠮟𠮟りの評価の各因子の平均値

関係志向 加罰志向 改善志向

言い分を聞きながら つきはなして はっきりした言葉で

良いところを認めながら 乱暴な言葉で どうすればよいか示して

あたたかく 罰を与えながら しかる理由を示して

冷静に 長い時間をかけて 自分で正すことを求めて

他の人と比べながら きちんと

的確に

今後のことを考えて

真剣に

― 221―


